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梅
雨
空
の
合
間
に
初
夏
の
爽
や
か
な
風

が
木
々
の
間
を
吹
き
抜
け
て
い
く
、
そ
ん

な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
聞
、
テ
レ
ビ
で
は
連
日
、
物
価
高
騰

の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
お
米
が

店
頭
か
ら
無
く
な
っ
た
時
に
感
じ
た
不
安

感
は
皆
さ
ん
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

に
限
ら
ず
、
生
き
て
い
く
う
え
で
は
様
々

な
不
安
や
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。
当
法

人
は
、
皆
様
が
明
る
く
生
活
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
様
々
な
困
難
な
出
来
事
が
起
こ
っ

た
時
に
も
安
心
し
て
生
活
が
出
来
る
よ
う

に
支
援
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

⑴
職
員
体
制

　
当
法
人
の
今
年
度
の
職
員
体
制
で
す
が
、

職
員
２
名
の
退
職
が
あ
り
ま
し
た
が
、
若

竹
会
か
ら
の
出
向
や
新
規
採
用
に
よ
り
体

制
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
更

な
る
体
制
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

⑵
相
談
支
援

　

当
法
人
の
主
な
事
業
は
「
総
合
的
・
専

門
的
な
相
談
支
援
」
で
す
。
昨
年
度
の
相

談
件
数
は
、
実
人
数
８
５
８
人
、
相
談
件

数
１
５
︐
６
０
２
件
で
し
た
。
一
日
平
均

43
件
相
談
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
利
用
者
一
人
当
た
り
の
年
間
相
談
件

数
は
18
件
で
あ
り
、
毎
年
上
昇
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
宮
古
圏
域
の
人
口
は
全
国
と

同
様
に
右
肩
下
が
り
で
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
逆
に
相
談
支
援
の
実
人
数
、
相
談
件

数
は
い
ず
れ
も
上
昇
し
過
去
最
高
の
数
値

で
す
。
相
談
支
援
に
お
い
て
は
、
今
後
も

利
用
者
の
皆
様
に
丁
寧
な
応
対
を
心
掛
け

て
ま
い
り
ま
す
。

⑶
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

主
な
事
業
の
も
う
一
つ
は
「
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
で
す
。
障
害
の
あ

る
方
の
社
会
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
創
作
活
動
な
ど
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
実
施
し
た
活
動
数
は

３
８
１
回
、
利
用
し
た
実
人
数
は
９
５
１

人
、
延
べ
２
８
１
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
で
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
令

和
２
年
以
前
の
利
用
状
況
を
超
え
、
６
年

度
は
更
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、

創
意
・
工
夫
を
凝
ら
し
て
利
用
者
が
満
足

で
き
る
企
画
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

⑷
組
織
の
改
編

　

当
法
人
は
上
記
の
相
談
支
援
に
併
せ
て

他
の
業
務
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
「
単
一
の
組
織
体
制
」
で
進
め
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
当

法
人
の
役
割
、
ま
た
、
障
が
い
者
支
援
を

巡
る
問
題
は
多
様
に
変
化
し
、
高
度
化
・

専
門
化
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
に

対
応
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
・
効

率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
に
は
、
組
織
体

制
を
再
編
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
、
４
月
１
日
か
ら
「
係
制
」
を
導
入
し
、

次
の
四
つ
の
係
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

①
総
務
係

②�

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・
自
立
支
援

協
議
会
係
（
略
称
：
基
幹
・
協
議
会
係
）

③
相
談
支
援
係　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④�

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
係
（
略
称
：

地
活
係
）

　

各
係
の
主
な
業
務
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
「
①
総
務
係
」は「
法
人
の
総
会
、理
事
会
」

「
予
算
、決
算
、経
理
」「
活
動
の
周
知
広
報
、

会
員
募
集
」
に
関
す
る
こ
と
を
行
い
ま
す
。

　
「
②
基
幹
・
協
議
会
係
」
は
、「
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
自
立
支
援
協
議
会
の

総
括
」「
障
が
い
者
福
祉
に
係
る
研
修
、
啓

蒙
」「
地
域
課
題
の
発
掘
対
応
」
に
関
す
る

こ
と
を
行
い
ま
す
。

　
「
③
相
談
支
援
係
」
は
、「
各
種
相
談
支
援
」

「
住
宅
入
居
等
支
援
」「
虐
待
防
止
」
に
関

す
る
こ
と
を
行
い
ま
す
。

　
「
④
地
活
係
」
は
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
事
業
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
」「
障

が
い
当
事
者
団
体
等
の
支
援
」
に
関
す
る

こ
と
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
係
に
は
「
係
長
」
を
置
き
、

係
長
が
中
心
と
な
っ
て
業
務
や
課
題
解
決

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
係
制
を
導
入
し
た
効
果
」
と
し

て
、
業
務
の
割
り
振
り
が
明
確
に
な
り
、

利
用
者
や
事
業
所
か
ら
見
て
窓
口
に
迷
う

こ
と
が
少
な
く
な
る
と
考
え
ま
す
。
新
た

な
体
制
、
係
制
が
導
入
に
な
っ
て
ご
心
配

な
点
も
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
業
務
に
大
き
な
変
わ
り
は
な
く
、
利

用
す
る
皆
様
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
職
員

一
人
一
人
が
真
摯
に
仕
事
に
向
き
合
い
、

皆
さ
ま
を
支
援
し
、
穏
や
か
で
安
心
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

皆
様
方
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
古
圏
域
障
が
い
者
福
祉
推
進
ネ
ッ
ト

　事
務
局
長
　戸
　由
　
　
　忍

新
年
度
に
向
け
て
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去
る
５
月
10
日
、
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み

や
こ
を
会
場
に
宮
古
圏
域
障
が
い
者
自

立
支
援
協
議
会
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
第
一
部
は
厚
生
労
働
省
障
害
保
健
福

祉
部
企
画
課
長
の
本
後
健
氏
を
お
招
き

し
、「
障
が
い
福
祉
施
策
の
動
向
と
課
題
」

と
題
し
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

第
二
部
で
は
、
宮
古
市
保
健
福
祉
部
福

祉
課
の
石
垣
障
が
い
福
祉
係
長
が
、
宮

古
圏
域
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
行
政

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
や
地
域
格
差
と
い
っ
た
社

会
問
題
が
あ
る
中
で
も
、
人
々
を
巻
き

込
ん
だ
地
域
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
何
か
を
や
っ
て

み
る
こ
と
に
「
巻
き
込
む
」「
巻
き
込
ま

れ
る
」
と
の
言
葉
に
共
感
し
た
参
加
者

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
当
日
は
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
関
心
の

高
さ
が
窺
え
る
研
修
会
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

『
宮
古
圏
域
障
が
い
者

自
立
支
援
協
議
会
研
修
会
』

　
　
　 

　
　  

を
開
催
し
ま
し
た

CLOSE
UP!

事業

クローズアップ

令
和
７
年
度

Ｑ１　あなたの所属を教えてください。

福祉関係
59％

Ｑ２　第１部・講演　本後 健 氏　の講演について
　　　お伺いします。

Ｑ３　第２部・行政説明についてお伺いします。

その他
21％

大変参考になった
47％

あまり参考に
ならなかった

2％

参考になった
51％

当事者・家族
3％

行政
17％

大変参考になった
44％参考になった

56％

【
ア
ン
ケ
ー
ト
自
由
記
述
よ
り
抜
粋
】

○�

障
が
い
福
祉
部
分
に
限
ら
ず
、
重
層
的
支
援
に

つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
、
福
祉
全
体
の
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

○�

国
の
制
度
の
流
れ
か
ら
、
今
後
の
施
策
の
方
向

性
の
ヒ
ン
ト
ま
で
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
熱

い
お
話
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
地
域
づ
く
り
に
は
「
巻
き
込
み
」
が
大
切

だ
と
改
め
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○�

具
体
的
な
デ
ー
タ
を
多
く
提
出
し
て
お
話
い
た

だ
い
た
の
で
理
解
し
や
す
か
っ
た
。
宮
古
市
の

現
状
は
岩
手
県
全
体
の
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
盛
岡
市
か
ら
の
参
加
で
す
が
、
盛
岡
も
ほ

ぼ
同
様
だ
と
思
い
ま
し
た
。
全
県
で
取
り
組
む

べ
き
課
題
を
お
話
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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害
支
援
区
分
認
定
調
査
事
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に
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て
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長
兼
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援
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門
員
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木
　大
　介
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が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
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に
つ
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障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
24

年
10
月
に
施
行
さ
れ
た『
障
害
者
虐
待
の
防
止
、

障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る

法
律
』（
以
後
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
）
に
基

づ
き
、
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
障
が
い

者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
や
対
応
の
窓
口
で
あ

り
、
宮
古
圏
域
で
は
、
宮
古
市
・
山
田
町
・
岩

泉
町
・
田
野
畑
村
か
ら
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
が

受
託
し
て
お
り
ま
す
。

　
障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
養
護
者
（
家
族

や
親
族
、
同
居
す
る
人
）
に
よ
る
虐
待
、
従
事

者
（
福
祉
施
設
や
事
業
所
の
職
員
）
に
よ
る
虐

待
、
使
用
者
（
雇
用
す
る
事
業
主
や
職
場
の
上

司
）
に
よ
る
虐
待
を
特
に
『
障
害
者
虐
待
』
と

定
め
て
お
り
、
虐
待
の
対
象
に
な
る
人
は
、
身

体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い

者
（
発
達
障
が
い
が
あ
る
人
を
含
む
）、
そ
の

他
の
心
身
機
能
の
障
が
い
が
あ
る
人
（
難
病
患

者
を
含
む
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

虐
待
の
行
為
類
型
に
は
、
①
身
体
的
虐
待
：

身
体
に
傷
や
痛
み
を
与
え
る
こ
と
、
正
当
な
理

由
な
く
身
体
を
拘
束
す
る
こ
と
な
ど
②
性
的
虐

待
：
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
す
る
こ
と
、
さ
せ
る

こ
と
な
ど
③
心
理
的
虐
待
：
脅
し
や
侮
辱
な
ど

の
言
葉
や
態
度
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ
に
よ
っ
て

精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
な
ど
④
放
棄
・

放
置
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）：
食
事
や
排
せ
つ
、入
浴
、

洗
濯
の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
な
ど
、
養
護
を

著
し
く
怠
る
こ
と
な
ど
⑤
経
済
的
虐
待
：
本
人

の
同
意
な
し
に
障
が
い
者
の
財
産
や
年
金
、
賃

金
を
勝
手
に
使
う
こ
と
、
本
人
が
希
望
す
る
金

銭
の
使
用
を
理
由
な
く
制
限
す
る
こ
と
な
ど
の

５
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
に
気
づ
い
た
人
は
、
速
や
か
に
通
報
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通
報
し
た
人
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
発
見
し
た
ら
、
障
が
い

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
市
町
村
福
祉

課
窓
口
に
相
談
・
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
で
は
、
虐
待

を
防
止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
事

業
所
職
員
向
け
に
虐
待
防
止
に
関
す
る
研
修
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
当
セ
ン

タ
ー
ま
で
ど
う
ぞ
。

　 障がい者虐待発見のチェック
①身体的虐待のサイン
 身体に小さな傷やあざ、やけどのあと、おびえる、怖がる

②性的虐待のサイン
 人目を避け閉じこもる、不自然な歩き方、肛門や性器に傷がある

③心理的虐待のサイン
 おびえる、わめく、泣く、無力感、投げやりな様子、無表情

④放棄・放置のサイン
 身体から異臭、ずっと同じ服、栄養失調が見て取れる

⑤ 経済的虐待のサイン
 お金がどう管理されているか本人が知らない、生活費の支払いができない
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業
に
つ
い
て

相
談
支
援
専
門
員

　袰
　岩
　
　
　梢

相
談
支
援
係
長
兼
主
任
相
談
支
援
専
門
員

　佐
々
木
　大
　介

障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
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当
法
人
で
は
、
各
市
町
村

か
ら
の
委
託
を
受
け
、『
障

害
支
援
区
分
認
定
調
査
事
業

（
以
下
、
認
定
調
査
）』
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
認
定
調
査
と
は
、
障
害
者

総
合
支
援
法
で
定
め
て
い
る

“
障
害
支
援
区
分
（
以
下
、

区
分
）”
の
取
得
が
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
対

象
者
の
方
々
に
、
直
近
１
ヶ

月
の
様
子
を
聞
き
取
り
す
る
も
の
で
、
調
査
内
容
は

80
項
目
［
①
移
動
や
動
作
に
つ
い
て
（
12
項
目
）、

②
身
の
回
り
の
世
話
や
日
常
生
活
等
に
つ
い
て
（
16

項
目
）、
③
意
思
疎
通
等
に
つ
い
て
（
６
項
目
）、
④

行
動
障
害
に
つ
い
て
（
34
項
目
）、
⑤
特
別
な
医
療

に
つ
い
て
（
12
項
目
）］
で
す
。

■�

区
分
取
得
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
ん
な
も

の
？

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、“
介
護
給
付
”
と

い
わ
れ
る
も
の
が
対
象
で
す
。

◇�

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
［
居
宅
介
護
、重
度
訪
問
介
護
、

同
行
援
護
、
行
動
援
護
］

◇�

日
中
活
動
系
・
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
［
短
期
入
所
、

療
養
介
護
、
生
活
介
護
、
施
設
入
所
支
援
］　

◇�

居
住
支
援
系
サ
ー
ビ
ス［
共
同
生
活
援
助（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
※
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
支

援
取
得
が
必
須
と
は
限
り
ま
せ
ん
］

※
共
同
生
活
援
助
は
、“
訓
練
等
給
付
”の
対
象
で
す
。

■�

な
ぜ
、
障
害
支
援
区
分
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

障
害
支
援
区
分
は
、「
障
が
い
の
多
様
な
特
性
、

そ
の
他
の
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
、
必
要
と
さ
れ
る

支
援
の
度
合
を
総
合
的
に
示
す
も
の
」
と
し
て
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
で
す
。

　
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
支
援
の
度
合
は
、［
非
該

当
・
区
分
１
～
６
］
で
示
し
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
支
給
決
定
で
の
過
程
の
透
明
化
・
明
確
化
の
為
、

“
公
正
・
中
立
・
客
観
的
な
指
標
”
の
一
つ
と
し
て

認
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
障
が
い
者
支
援
の
基
本
理
念
で
あ
る
『
自
ら
の
生

き
方
、
暮
ら
し
方
を
選
択
し
、
実
現
で
き
る
「
自
己

決
定
」・「
自
己
実
現
」』
に
沿
い
、『
ど
こ
に
住
ん
で

も
平
等
に
公
平
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
指
標
』
で
あ
る
障
害
支
援
区
分
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■�
認
定
調
査
は
、
誰
が
行
う
の
か
？
レ
イ
ン
ボ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
実
績
は
？

　
認
定
調
査
は
、
認
定
調
査
員
の
研
修
を
修
了
し
た

者
が
実
施
し
ま
す
。
当
法
人
の
認
定
調
査
員
に
登
録

し
て
い
る
職
員
は
11
名
で
、
受
託
市
町
村
は
宮
古
圏

域
で
あ
る
“
宮
古
市
・
山
田
町
・
岩
泉
町
・
田
野
畑

村
”の
４
市
町
村
で
す
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

各
市
町
村
か
ら
委
託
を
受
け
た
対
象
者
の
方
の
調
査

を
実
施
し
て
い
て
、
昨
年
度
（
令
和
６
年
度
）
の
実

績
は
１
４
５
件
（
宮
古
圏
域
外
１
件
含
む
）
で
し
た
。

［
参
考
：
一
昨
年
度
（
令
和
５
年
度
）
の
実
績
は
１
１
２
件
で
、

委
託
件
数
が
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。］

■
障
害
支
援
区
分
の
認
定
の
流
れ

◆
１
・�“
区
分
取
得
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す

る
方
（
以
下
、
申
請
者
）”
は
、
各
市
町
村

窓
口
に
て
、
支
給
申
請
が
必
要
で
す
。　

◆
２
・�

各
市
町
村
で
認
定
調
査
。
ま
た
は
各
市
町
村

か
ら
委
託
を
受
け
た
事
業
所
職
員
（
認
定
調

査
員
）が
認
定
調
査
実
施
。［“
医
師
意
見
書
”

の
取
得
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
か
ら
主
治
医

等
に
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。］

◆
３
・�

市
町
村
に
よ
る
一
次
判
定
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

判
定
）

◆
４
・
市
町
村
審
査
会
（
二
次
判
定
）

◆
５
・
市
町
村
に
よ
る
認
定

◆
６
・
申
請
者
へ
の
通
知
（
市
町
村
か
ら
届
き
ま
す
）

　　
今
後
、
障
害
支
援
区
分
の
取
得
が
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
ご
希
望
の
方
や
、
既
に
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い

る
方
に
、
こ
ち
ら
の
記
事
が
少
し
で
も
、
サ
ー
ビ
ス

の
検
討
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
。
認
定
調
査
事
業
は
、“
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

平
等
に
公
平
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
”
こ
と
を

実
現
す
る
為
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
当

法
人
で
は
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

【
参
照
】
〇
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

　
◇�

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
け
る
「
障
害
支
援
区
分
」
の
概
要

　
◇
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
◇�

全
国
会
議
資
料
［
６
・
障
害
支
援
区
分
研
修
担
当
者
等
全
国

会
議
障
害
支
援
区
分
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
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【
Ⅰ 

法
人
運
営
の
状
況
】

１ 

会
員
総
数　

人
（
団
体
）

　

 

○
正
会
員　
　

97
人
（
団
体
）

　
　

 

（
個
人
65
人
・
団
体
32
団
体
）

　

 

○
賛
助
会
員　

19
人
（
団
体
）

　
　

 

（
個
人
11
人
・
団
体
８
団
体
）

２ 

総
会
・
理
事
会
・
運
営
委
員
会
の
開
催
及
び
会
計
監
査
の
実
施

　

 

○
総
会
（
１
回
開
催
）　　
　
　

○
理
事
会
（
２
回
開
催
）

　

 

○
運
営
委
員
会
（
２
回
開
催
）　

○
会
計
監
査
（
4
回
実
施
）

３ �

障
が
い
当
事
者
・
家
族
・
関
係
機
関
・
地
域
住
民
の
親
睦
を

深
め
る
事
業
の
実
施

　

 

○
は
あ
と
ふ
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４ 

～
と
も
に
生
き
る
社
会
へ
～

 　
　

12
月
４
日
～
12
月
８
日　

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ　

　

 　

内
容
：
①�

障
が
い
者
ア
ー
ト
移
動
展
示
会
、
宮
古
圏
域
内

の
障
が
い
福
祉
事
業
所
の
紹
介

　
　
　
　

 　

②�

映
画
上
映
会
「
共
に
生
き
る　

書
家　

金
澤
翔
子
」

　
　
　
　

 　

③�

手
話
劇
「
ろ
う
の
あ
し
た
」　

～
は
だ
か
の
お

う
さ
ま
～

【
Ⅱ 

受
託
事
業
の
実
施
状
況
】

１ 

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

 

⑴�

総
合
的
・
専
門
的
な
相
談
支
援
の
実
施 

～
相
談
支
援
事

業
～

　
　

 

①
相
談
支
援
の
状
況

・
年
間
の
相
談
支
援
延
べ
件
数
１
５
，
６
０
２
件

　
　

 

②
支
援
会
議
の
開
催

・�

レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
主
催
46
回　

・
そ
の
他
開
催
へ
の
出
席
30
回　

合
計
76
回

　

 

⑵�

地
域
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化
の
取
組 

～
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
等
機
能
強
化
事
業
～

　
　

 

①�

「
宮
古
圏
域
障
が
い
児
・
者
相
談
支
援
連
絡
会
議
」
の

開
催

　
　

 

②�

「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
多
職
種
参
加
型
事
例
検
討

会
」
の
開
催

　
　

 

③
「
岩
手
県
内
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
」
の
開
催

　

 

⑶
地
域
移
行
・
地
域
定
着
の
推
進

　
　

 

①
地
域
生
活
移
行
の
状
況

・�

福
祉
施
設
、
病
院
及
び
圏
域
外
か
ら
の
地
域
移
行
者
の

状
況
１
名

　
　

 

②
住
宅
入
居
等
支
援
事
業
（
居
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

・
相
談
支
援
延
べ
人
数
１
０
５
人

　

 

⑷�

権
利
擁
護
・
虐
待
の
防
止 

～
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

事
業
～

　
　

 

①
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
件
１
２
３
件

　
　

 

②
虐
待
防
止
等
に
関
す
る
広
報
そ
の
他
啓
発
活
動

・
６
月
20
日　

救
護
施
設
松
山
荘
職
員
研
修

・
７
月
10
日　

�

望
み
の
園
は
ま
な
す
施
設
職
員
研
修

・
11
月
5
日　

新
た
な
郷
わ
か
た
け
施
設
職
員
研
修

・
1
月
24
日　

宮
古
圏
域
市
民
後
見
人
養
成
講
座

・�

2
月
18
日　

�

い
わ
て
生
活
協
同
組
合　

コ
ー
プ
西
町
店

　
　
　
　
　
　

職
場
研
修

　

 

⑸
宮
古
圏
域
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業　

・�

緊
急
受
け
入
れ　

２
人
（
地
域
生
活
支
援
拠
点
つ
む
ぎ
に

お
け
る
受
入
）

・�

緊
急
受
け
入
れ
を
前
提
と
し
た
相
談
７
件
（
地
域
生
活
支

援
拠
点
つ
む
ぎ
に
お
け
る
相
談
）

２ 

宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
事
務
局
運
営
事
業

　

 

⑴
宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
（
２
回
開
催
）

　

 

⑵
専
門
部
会
の
開
催

・
実
務
担
当
者
会
議
（
９
回
開
催
）　
　

・
生
活
支
援
部
会　

・
精
神
保
健
部
会　

・
発
達
支
援
部
会

　

※
3
部
会
と
も
5
回
開
催

・
権
利
擁
護
部
会
（
1
回
開
催
）

　

 

⑶
専
門
部
会
長
会
議
の
開
催
（
１
回
開
催
）

３ �

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
基
礎
的
事
業
及
び
機
能
強

化
事
業
）

　

 

⑴
運
営
会
議
の
開
催
（
７
回
開
催
）

　

 

⑵
地
活
だ
よ
り
の
発
行
（
毎
月
１
５
０
部
）

　

 

⑶
年
間
の
延
べ
利
用
者
数　

３
，
０
９
０
人

　
　

 

活
動
開
催
回
数
３
８
１
回
（
前
年
度
３
４
２
回
）

４ �

そ
の
他
の
事
業

　
 

⑴
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援
事
業

①
関
係
会
議
へ
の
出
席　

②
家
族
教
室
の
開
催

③
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援
事
業
に
係
る
連
絡
会
の
開
催

④
研
修
会
へ
の
出
席

　

 

⑵
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
事
業

①
先
進
地
視
察
の
実
施
（
仙
台
市
）

②
医
療
的
ケ
ア
児
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
研
修
へ
出
席

③
研
修
会
へ
の
出
席

【
Ⅲ 

障
害
者
総
合
支
援
法
等
に
基
づ
く
特
定
相
談
支
援
事
業
及

び
一
般
相
談
支
援
事
業
等
】

１ 

特
定
相
談
支
援
事
業

　

 

⑴
計
画
相
談
支
援　

契
約
件
数 
５
７
９
件　

○
計
画
作
成
件
数 

４
６
８
件　

○
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
回
数 

１
，
８
２
３
件

　

 

⑵
障
害
児
相
談
支
援　

契
約
件
数 

30
件　

○
計
画
作
成
件
数 

14
件　

○
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
回
数 

59
件

２ 

一
般
相
談
支
援
事
業

　

 

⑴
地
域
移
行
支
援　

契
約
件
数 

１
件　
　

　

 

⑵
地
域
定
着
支
援　

契
約
件
数 

０
件

３ �

障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
事
業
（
県
内
市
町
村
か
ら
の
受
託

事
業
）

宮
古
圏
域 

１
４
４
件　
　
　

圏
域
外 

１
件

【
Ⅳ 

障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
促
進
・
地
域
福
祉
の
充
実
発
展

に
寄
与
す
る
事
業
】

１ 

広
報
・
啓
発
活
動
の
実
施

⑴�

機
関
紙
「R

ainbow
  N

et

」
の
発
行
（
２
回
／
第
38
号
・

第
39
号
）

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供

⑶
出
前
授
業
の
実
施
（
理
解
促
進
及
び
啓
発
事
業
）

　

  

・
宮
古
市
立
鍬
ヶ
崎
小
学
校
（
25
名
）・
宮
古
市
立
津
軽
石
小
学
校
（
26
名
）

　

  

・
宮
古
市
立
花
輪
小
学
校
（
24
名
）・
宮
古
市
立
崎
山
小
学
校
（
28
名
）

　

  

・
宮
古
市
立
山
口
小
学
校
（
48
名
）・
宮
古
市
立
千
徳
小
学
校
（
73
名
）

　

  

・
宮
古
市
立
田
老
第
一
小
学
校
（
18
名
）・
宮
古
市
立
重
茂
小
学
校
（
７
名
）

２ 

研
修
会
等
の
実
施

○
就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
制
度
説
明
会　

　

4
月
26
日　

参
加
者
14
名

○
宮
古
圏
域
発
達
障
が
い
学
習
会　

　

7
月
13
日　

参
加
者
53
名

○
宮
古
圏
域
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム　

　

8
月
1
日　

参
加
者
47
名

○
宮
古
圏
域
地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

　

10
月
17
日　

参
加
者
38
名

○
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

　

11
月
29
日　

参
加
者
13
名

○
宮
古
圏
域
発
達
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

　

12
月
14
日　

参
加
者
47
名

３ 

障
が
い
当
事
者
等
に
関
わ
る
懇
談
会
の
実
施

○
当
事
者
団
体
の
と
交
流
会　

6
月
27
日　

参
加
者
6
名

○
な
な
い
ろ
茶
話
会
（
発
達
支
援
部
会
）　

　

11
月
3
日　

参
加
者
24
名

○
座
談
会
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
語
ろ
う　

　

11
月
26
日　

参
加
者
12
名

４ 

地
域
懇
談
会
の
開
催

○
岩
泉
町　
　

10
月
４
日　

参
加
者
41
名　

○
田
野
畑
村　

11
月
８
日　

参
加
者
30
名

○
山
田
町　
　

11
月
19
日　

参
加
者
41
名　
　

○
宮
古
市　
　

12
月
８
日　

参
加
者
27
名

【
Ⅴ 

そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事
業
】

１ 

他
の
機
関
と
の
連
携

○�

宮
古
圏
域
障
が
い
当
事
者
団
体
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の

開
催

・
第
１
回　

幹
事
会
４
月
19
日
、
会
議
６
月
21
日

・
第
２
回　

幹
事
会
10
月
４
日
、
会
議
２
月
21
日

・
第
３
回　

幹
事
会
12
月
13
日

○�

第
26
回
岩
手
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

　

6
月
1
日
（
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
）

○
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー　

　

9
月
28
日
（
な
じ
ょ
す
・
も
り
お
か
と
共
催
）

○
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

　

10
月
5
日
（
主
催
：
岩
福
連
、共
催
：
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
）

○�

病
気
や
か
ら
だ
が
不
自
由
な
お
子
様
と
家
族
の
た
め
の
三

陸
鉄
道
乗
車
体
験
交
流
会　

　
�

11
月
2
日
（
主
催
：
若
竹
会
「
か
ぐ
や
」、
共
催
：
宮
古

圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
・
発
達
支
援
部
会
）

○
卓
球
バ
レ
ー
宮
古
交
流
大
会
２
０
２
４　

　

11
月
23
日
（
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
）

２ 

職
員
の
研
修
受
講
状
況　

※
延
べ
人
数

○
相
談
支
援　

16
名　
　

○
障
が
い
特
性
理
解　

18
名

○
ひ
き
こ
も
り　

5
名　

○
自
殺
予
防
対
策　

2
名

○
家
族
支
援　

6
名　

○
地
域
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化　

6
名

○
地
域
移
行
・
地
域
定
着　

3
名　

○
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止　

8
名

○
就
労
支
援　

2
名　

○
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援　

5
名

○
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援　

13
名

収益の部� （単位：円）

科　　目 金　額

経

常

収

益

受取会費 240,500
受取寄附金 0
受取補助金 0
事業収益 110,100,763
　宮古地区地域生活支援事業等 65,500,000
　相談支援事業 43,916,360
　認定調査事業 684,403

その他収益 232,279
　受取利息 18,089
　雑収益 214,190

経常収益計① 110,573,542

� （単位：円）

【資産の部】 【負債の部】
流動資産	 43,449,254 流動負債	 3,951,471
　現金預金 36,521,854 　未払金 3,426,376
　未収金 6,734,990 　預り金 35,895
　前払費用 192,410 　未払法人税等 82,000
　立替金 0 　未払消費税 407,200
固定資産　 9,846,394 固定負債 9,846,391
　什器備品 3 負債の部合計 13,797,862
　退職給付引当資産 9,846,391 【正味財産の部】

前期繰越正味財産額 43,536,201
当期正味財産増減額 ▲ 4,038,415

正味財産合計 39,497,786
資産の部合計 53,295,648 負債及び正味財産合計 53,295,648

費用の部� （単位：円）

科　　目 金　額

経

常

費

用

事業費 96,946,135
　人件費 71,495,878
　その他経費 25,450,257
管理費 17,583,822
　人件費 3,483,820
　その他経費 14,100,002
　減価償却費 0

経常費用計② 114,529,957
当期経常増減額①−②＝③ ▲ 3,956,415
固定資産除却損④ 0
税引前当期正味財産増減額③−④＝⑤ ▲ 3,956,415
法人税、住民税及び事業税⑥ 82,000
当期正味財産増減額⑤−⑥＝⑦ ▲ 4,038,415
前期繰越正味財産額⑧ 43,536,201
次期繰越正味財産額⑦ + ⑧ 39,497,786

【レインボーネット　令和６年度決算報告】
●活動計算書 ●貸借対照表

令
和
６
年
度

事
業
報
告
・
決
算

令
和
６
年
度

事
業
報
告
・
決
算
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収益の部� （単位：千円）

科　　目 金　額

経

常

収

益

受取会費 240
受取寄附金 0
受取助成金等 0
事業収益 108,900
　宮古地区地域生活支援事業等 65,500
　相談支援事業 43,000
　認定調査事業 400
その他収益 20

経常収益計① 109,160

費用の部� （単位：千円）

科　　目 金　額

経

常

費

用

事業費 103,899
　人件費 77,306
　その他経費 26,593
管理費 5,261
　人件費 1,994
　その他経費 3,267
　減価償却費 0

経常費用計② 109,160
当期正味財産増減額③ = ①−② 0
前期繰越正味財産額④ 39,497
次期繰越正味財産額③ + ④ 39,497

【令和７年度・活動予算書】

　

役
員
の
改
選
が
あ
り
、
次
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

役
員
任
期　

　
　

令
和
7
年
６
月
17
日
か
ら
令
和
９
年
６
月
16
日
ま
で

　

会　

長　

刈
屋　

裕
之　
　
　

　

副
会
長　

齋
藤　

玲
子　

柳
澤　

良
文

　

理　

事　

泉
山　

博
直　

大
洞　

敦
子　

狩
野　

雅
弘

　
　
　
　
　

大
井　

義
憲　

三
田
地　

諭　

髙
橋　

智

　
　
　
　
　
佐
々
木
伸
一
郎　

五
十
嵐
純
子

　

監　

事　

増
子　

栄　
　

山
桑　

一
男　

１ 

基
本
方
針

　

宮
古
圏
域
障
が
い
福
祉
推
進
ネ
ッ
ト
（
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ

ト
）
で
は
、
障
が
い
者
の
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
当
事
者
団
体
、
関
係
機

関
、
事
業
者
及
び
住
民
等
と
連
携
し
、
障
が
い
者
の
意
見
を

聴
き
、
利
用
者
本
位
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
社

会
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
今
年
度
も
各
種
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

２ 

運
営
方
針

⑴�

宮
古
圏
域
４
市
町
村
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

く
地
域
生
活
支
援
事
業
等
を
受
託
し
、
障
が
い
者
の
地

域
で
の
自
立
し
た
生
活
を
支
え
ま
す
。

⑵�

宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
（
以
下
「
自
立

支
援
協
議
会
」
と
い
う
。
）
と
連
携
し
、
圏
域
に
お
け
る

障
が
い
者
等
へ
の
支
援
体
制
に
関
す
る
課
題
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
社
会
資
源
の
開
発
や
改
善
な
ど
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

⑶�

障
が
い
当
事
者
団
体
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
会
、
地
域
懇
談
会
等
を
通
じ
て

広
く
地
域
の
方
々
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
障
が
い
者

等
の
余
暇
活
動
や
就
業
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
を
促
進

し
ま
す
。

⑷�

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と

し
て
の
運
営
を
適
切
に
行
い
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
会
員
の
拡
大
を
図
り
、
会
員
相
互
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

⑸�

レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
の
組
織
内
に
4
つ
の
係
を
配
備

し
、
係
を
中
心
と
し
た
事
業
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

①
総
務
係

　

②�

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・
自
立
支
援
協
議
会
係

（
略
称
：
基
幹
・
協
議
会
係
）

　

③
相
談
支
援
係

　

④
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
係
（
略
称
：
地
活
係
）

３　

実
施
す
る
事
業

【
Ⅰ 

法
人
運
営
の
関
係
】

１ 

法
人
の
公
正
中
立
で
適
正
な
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
総
会
、
理
事
会
、
運
営
委
員
会
の
開
催

・
会
計
監
査
の
実
施

２ 

会
員
等
に
対
す
る
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
機
関
誌
の
発
行

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

３ �

障
が
い
当
事
者
・
家
族
・
関
係
機
関
・
地
域
住
民
の
親

睦
を
深
め
る
事
業
と
し
て
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
は
あ
と
ふ
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
の
開
催

【
Ⅱ 

受
託
事
業
の
関
係
】

　

宮
古
圏
域
4
市
町
村
か
ら
委
託
さ
れ
た
「
宮
古
地
区
地
域

生
活
支
援
事
業
等
」
を
適
切
に
実
施
し
ま
す
。

１ 

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

⑴�

総
合
的
・
専
門
的
な
相
談
支
援
の
実
施 

～
相
談
支
援

事
業
～

⑵�

地
域
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化
の
取
組　

～
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
等
機
能
強
化
事
業
～

⑶�

地
域
移
行
・
地
域
定
着
の
推
進　

～
住
宅
入
居
等
支
援

事
業
（
居
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
～

⑷�

権
利
擁
護
・
虐
待
の
防
止 

～
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
事
業
～

⑸
宮
古
圏
域
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業

⑹
宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
事
務
局
運
営
事
業

　

�

専
門
部
会
に
お
い
て
、
定
例
会
や
研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー

等
を
開
催
し
ま
す
。

２ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

⑴
基
礎
的
事
業

⑵
機
能
強
化
事
業

【
Ⅲ 

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
特
定
相
談
支
援
事
業
及

び
一
般
相
談
支
援
事
業
】

　

当
事
者
や
家
族
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
契
約
を

締
結
し
た
上
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村

か
ら
依
頼
を
受
け
た
場
合
は
、
迅
速
か
つ
適
正
に
認
定
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

１ 

計
画
相
談
支
援

２ 

障
害
児
相
談
支
援

３ 

一
般
相
談
支
援
（
地
域
移
行
支
援
・
地
域
定
着
支
援
）

４ 

障
害
支
援
区
分
認
定
調
査

【
Ⅳ 

障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
促
進
・
地
域
福
祉
の
充
実
に

寄
与
す
る
事
業
】

１ 

障
が
い
当
事
者
の
創
作
活
動
作
品
展
示
会
等
の
開
催

⑴
「
は
あ
と
ふ
る
フ
ェ
ス
タ
」
の
会
場
に
作
品
を
展
示

⑵
「
は
あ
と
ふ
る
セ
ン
タ
ー
」
の
掲
示
板
等
に
作
品
を
展
示

⑶�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
は
あ
と
ふ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を

開
設
し
作
品
を
展
示

２ 

講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
（
専
門
部
会
主
催
で
実
施
）

⑴
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
生
活
支
援
部
会
）

⑵
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
（
権
利
擁
護
部
会
）

⑶
地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
精
神
保
健
部
会
）

⑷
発
達
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
発
達
支
援
部
会
）

⑸
発
達
障
が
い
学
習
会
（
発
達
支
援
部
会
）

３ 
地
域
懇
談
会
の
実
施

４ 

広
報
・
啓
発
活
動
の
実
施

　

 

⑴
障
が
い
理
解
を
テ
ー
マ
に
「
出
前
授
業
」
を
実
施

【
Ⅴ 

そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
必
要
な
事
業
】

１ �

障
が
い
当
事
者
団
体
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
強
化

の
た
め
全
体
会
や
交
流
会
へ
参
加

２ �

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
会
と
の
連
携
強
化

の
た
め
定
例
会
へ
参
加

３ 

職
員
の
資
質
の
向
上
の
た
め
各
種
研
修
会
等
へ
参
加

４ 

視
察
・
実
習
等
の
受
け
入
れ

【
重
点
項
目
】

◎�

計
画
相
談
支
援
等
を
推
進
す
る
た
め
、
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
地
域
の
相
談
支
援
体

制
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

◎�

障
害
者
虐
待
防
止
法
、
障
害
者
差
別
解
消
法
な

ど
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
障
が
い
者
の
権
利
擁
護

の
推
進
、
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

◎�

入
所
施
設
や
精
神
科
病
院
か
ら
の
地
域
移
行
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
精
神
障
が
い
に
も
対
応

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め

ま
す
。

◎�

障
が
い
者
の
重
度
化
・
高
齢
化
や
「
親
亡
き

後
」
を
見
据
え
た
居
住
支
援
の
た
め
の
機
能
と

し
て
、
面
的
整
備
と
多
機
能
整
備
を
組
み
合
わ

せ
た
体
制
を
構
築
し
、
緊
急
時
受
入
等
の
取
り

組
み
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◎�
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実
を
図
る

た
め
、
市
町
村
や
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
取
り
組
み
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◎�

障
が
い
者
福
祉
を
取
り
巻
く
時
代
の
要
求
や
社

会
情
勢
な
ど
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、

「
専
門
部
会
の
再
編
」
を
推
進
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

事
業
計
画
・
予
算

令
和
７
年
度

事
業
計
画
・
予
算
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  「地域活動支援センターみやこ」では、障がい者等（身体障がい
者、知的障がい者、精神障がい者、障がい児及び難病等）を対象に、
自立の促進、生活の改善、身体機能の維持向上、社会との交流
の促進を目的に、創作的な活動、SST（社会生活技能訓練）・ピア
カウンセリング等の活動、各種サークル活動を行っています。
また、専門の職員を配置し、医療・福祉および地域の社会基盤
との連携強化のための調整、ボランティアの育成、障がいに対
する理解促進を図るための普及啓発事業を実施しています。

　
新
年
度
が
元
気
に
ス
タ
ー
ト
し
、
順
調
に
活

動
を
展
開
中
の
地
活
み
や
こ
で
す
！

　
今
年
度
も
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

心
地
よ
い
居
場
所
と
な
る
よ
う
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

今年度の活動計画を一部紹介♪
◆だるまサークル
　毎週火曜日と木曜日の 10：00 ～ 11：30 の活動です。
　出入りは自由で、参加者同士が自由に会話を楽しみます。

◆SST（社会生活技能訓練）
　毎月第２月曜日 13：30 ～ 15：00 の活動です。コミュニケー
　ションの取り方や気持ちの伝え方などの技術を身につけます。
　・気持ちの良い挨拶の仕方
　・初めて会う人への話しかけ方
　・話の上手な聞き方
　　　　　　　　　…等々、様々なテーマで学習します。

はあとふるセン
ター２階の地活活
動室には、利用者
さんの創作作品を
随時展示しており
ます♪力作がいっ
ぱいです！

地活活動室には、情報誌やレイ
ンボーネットの「地域資源ガイ
ドまっぷ」等を置いています。
活動の合間にご活用下さい！

『地域活動支援センターみやこ
令和７年度活動案内』

を発行しました。
地活の各活動について説明してあります。

１ヶ月の活動案内、活動の振り返り、
プチ情報など内容もりだくさんです！

っ
と
で
き
る
居
場
所

　
　
　
　
を
目
指
し
て…

ほ

『地活だより』
毎月20日頃発行しています！
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い
つ
も
地
活
を
利
用
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
！

❶ 

好
き
な
活
動
は
な
ん
で
す
か
？

❷ 

好
き
な
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い

❶ だるまサークル・ナイスフレンドの会
❷� �だるまサークルは、気を遣わずに過ごせるから。
人の話を聞いているだけでもよいから。ナイス
フレンドの会は、個人的に運動が好きだから。

� （60代  男性）

❶ 創作活動・だるまサークル
❷�� �創作活動は作業自体が楽しいから。だるまサークルは、
人と話す事が好きだから。いろいろな年代の方々と話
すことができる。地活は、自分にとって居場所の一歩
です！　　　　　　　　（50代  女性）

❶� �趣味サークル・帆立の会・
トンボの会（創作）

❷� �地活は全体的に楽しいか
ら参加しています。

� （50代  男性）

❶ 活動全般
❷�� �普段関わることができない方と関わることができるから。似たような立場
の方と交流でき、分け隔てなく活動できるから。� （40代  男性）

はあとふるVoiceVoice
「
地
活
み
や
こ
」
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

「
地
活
み
や
こ
」
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

「
地
活
み
や
こ
」
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

「
地
活
み
や
こ
」
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

パステルアートで
ほっこり優しい気持ちに…

（“ いやし ” の部屋）

～世界に一つだけのハンカチ～
（トンボの会 創作活動）

アンケートの回答の中から一部をご紹介いたしました。ご協力いただきありがとうございました！アンケートの回答の中から一部をご紹介いたしました。ご協力いただきありがとうございました！

■
初
心
に
立
ち
返
り
頑
張
り
ま
す
！

　社
会
福
祉
法
人
若
竹
会
か
ら
の
出
向
と
い
う
か
た
ち

で
、
令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
で

勤
務
し
て
お
り
ま
す
加
藤
と
申
し
ま
す
。

　レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
で
勤
務
す
る
の
は
９
年
ぶ
り
と

な
り
ま
す
。
当
事
者
や
ご
家
族
、
関
係
機
関
の
皆
様
方

か
ら
「
加
藤
さ
ん
で
す
よ
ね
？
」「
お
帰
り
な
さ
い
！
」

と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
大
変
あ
り
が

た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
、
あ

の
頃
の
初
心
に
立
ち
返
り
、
特
別
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

な
方
々
の
「
豊
か
な
暮
ら
し
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

微
力
な
が
ら
、
精
一
杯
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　６
月
か
ら
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
で
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
山
﨑
と
申
し
ま
す
。
福
祉
関
係
の
仕
事
は

初
め
て
に
な
り
ま
す
の
で
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
掛
け

す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
１
日
で
も
早
く
皆
様
の
お
役

に
立
て
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
職
員
紹
介

相
談
支
援
係
支
援
員

山
﨑

　梨
々
花

事
務
局
次
長
兼

基
幹
・
協
議
会
係
長

加
藤

　伸
二



K E I J I B A Nなんでも

問い合わせ先

会会会会員員員員募募募募集集集集
NPO法人
レインボーネットの活動を
応援してくださる方を
募集しています。

会員の種類と年会費について

正 会 員　1,000円
賛助会員　 500円
正 会 員　5,000円
賛助会員　1,000円

個人

団体

編編

集集

後後

記記

アンデス音楽・チャリティーコンサート なないろ茶話会（発達支援部会）

宮古圏域発達支援セミナー
はあとふるフェスタ2025

令和7年度宮古圏域地域生活支援セミナー

ペルーやボリビアの音楽で少しでも気持ちが安らぎ
明るくなりますように

日　時／令和７年８月10日（日）
　　　　14：00（開場）14：30（開演）
会　場／市民文化会館（中ホール）
内　容／ルセリートによるチャリティーコンサート
問い合わせ／アミーゴいわて・下屋敷
　　　　　　（090-2883-1076）

日　時／令和７年８月22日（金） ※午前中
会　場／イーストピアみやこ
内　容／発達障がい児、発達
　　　　が気になる児童のご
　　　　家族と支援者が茶話
　　　　会という形で交流します。
ゲスト／かなしろにゃんこ。先生

日　時／令和７年10月12日（日） ※午前中
会　場／イーストピアみやこ
内　容／『発達障がいとゲームと
　　　　ネットの世界（仮）』
講　師／医療法人 仁誠会 大湫病院　
　　　　児童精神科医　
　　　　　　　関　正樹 先生

今年も皆さんと一緒に、笑顔で開催したいと
思います。お楽しみに！

日　時／令和７年11月22日（土）・23日（日）
会　場／イーストピアみやこ
内　容／映画上映、音楽療法他

●お知らせ
　記載しております各種セミナー等は、感染症の状況等
で、延期もしくは中止となる場合がございます。あらか
じめご了承いただきますようお願いいたします。

レインボーネット事務局　TEL 0193-64-7878　FAX 0193-77-3921

NHK Ｅテレ「バリバラ」にご意見番として活躍した
玉木　幸則さんが宮古に!!

日　時／令和７年11月23日（日） ※午前中
会　場／イーストピアみやこ
テーマ／誰ひとり取り残されないまちづくり
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◆
発　
行

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
古
圏
域
障
が
い
者
福
祉

　
推
進
ネ
ッ
ト
（
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
岩
手
県
宮
古
市
緑
ヶ
丘
２
番
３
号

　
は
あ
と
ふ
る
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
１
Ｆ

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
９
３-

64-

７
８
７
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
９
３-

77-

３
９
２
１

　

E-m
ail  info@

m
iyako- rainbow

.com

　

U
RL  https://w

w
w

.m
iyako-rainbow

.com
/

◆
発
行
責
任
者　
会
長　
刈
屋 

裕
之

◆
企
画
・
編
集

　
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
事
務
局

　
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
機
関
紙

は
い
か
が
で
し
た
か
？
鮮
や
か
に
咲
き

誇
る
ア
ジ
サ
イ
を
見
る
と
、
い
よ
い
よ

夏
が
始
ま
る
な
と
感
じ
ま
す
。
近
年
の

日
本
の
夏
は
猛
暑
続
き
で
、
こ
の
岩
手

県
沿
岸
で
さ
え
35
度
を
超
え
る
日
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
沿
岸
で
は
、
冷
た
い
親

潮
の
上
を
吹
く
冷
た
い
風
「
や
ま
せ
」

が
吹
き
、
作
物
に
冷
害
を
も
た
ら
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
人
間
に
と
っ
て
は
涼

し
い
風
で
す
が
、
米
不
足
が
騒
が
れ
る

昨
今
、
作
物
に
影
響
が
な
い
く
ら
い
で

吹
い
て
ほ
し
い
で
す
。
次
回
機
関
紙
は

１
月
発
行
に
な
り
ま
す
。
表
紙
だ
け
で

な
く
次
回
は
中
身
も
ガ
ラ
ッ
と
変
え

て
、
皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
に
！

�

【
腹
子
】
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